



































































































































































































































































































7巻1号 馬原 筋弛緩因子1 51
　夢（に酵素作用と弛緩の問題であるがこれにはなお多くの．
難点があり，弛緩に際し酵素反応そのものがAM－ATP系
と重要な関係を有するものか或は反応のproductがche－
mical　agent的に作用するものか全く不明である。
　Weberig’，2。）は弛緩因子とATP濃度との関係を検討し
因子がATPによるATPaseのEigenhemmungを低濃
度側にずらす作用の．あることを強調し，ATP分解の阻止
が弛緩因子の作用機．序であろうと結論．している。また
Bendall，　Lorandによるmyokinase，　CP－pheeaseの
ATP再合成系における実験も事実であり，著．者の酵素系
において．もATPの再合成を主張することも出来る。
　しかしATP再合成と弛緩との関係は明かでなくやはり
Bendallや横1⊥【のいう如く，　ATP再合成の他にWeber
のATP分解阻止及びさらにATPとfactorとの問の複
雑なreaction　complexが明かに．されなければならない。
　　　　　　　　　　　　結　　　語
　　1）溶血液中にATPと共存下に91ycero1筋を
弛緩せしめる物質の存在することを確め，この物
質が酵素でありchemical　agentでないことを実
証した。
　　2）この酵素はCH21・COOK及びNaFによ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロり抑制され萄葡糖によりactivateされるこ．とか
ら91ycolysis．に．関係のあるhexokinase，　phosp－
hohexokinase等の酵素系であろうと想定した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾029．12。28受f・」‘）
Sum血ary
?
　　　1）　lt　has　been　revealed　that　human　hemolysate　contains　a　factor　inducing　relaxation
of　glycerinated　rabbit　muscle　fiber　in　the　presence．　of　ATP，　and　that　this　factor　is　an
enzyme　and　not　a　chemical　agent　such　as　pyrophosphate　etc．
　　　2）　The　relaxatiQn　occuring　with　the　factor　（human　hemolysate）　and　ATP　was　inhibi－
ted　by　mono－iodoacetate　or　sodium　fluoride　and　activated　by　an　addition　of　glucose　during
the　incubation　of　the　factor　and　ATP・．　Hence．　it　．is　suggested　that　the　aforesaid　factor
may　be　the　enzymes　in　glycolysis　e．　g・　hoxokinase，　phosphohexokinase　etc．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivod　Dec．　28，　1954）
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